
46｜横浜市建築基準法取扱基準集（令和８年４月版） 

(1) 道路が一でその幅員が異なる場合（ケース１） 

事

例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 前面道路の幅員の算定と回り込みの適用について 

イ 前面道路の境界線から後退した建築物に対する緩

和の最小距離について 

取

扱

い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア Ｗ1＞Ｗ２の場合で、Ｌ≧２ｍならば、敷地は幅員

Ｗ1及び幅員Ｗ２の道路に接しているものとみなし、

回り込みを適用するものとする。 

後

退

距

離

の

取

扱

い 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 一の道路なので、最小距離はａとなり、ａを一律

に適用するものとする。 

  

  

  

  

※Ｌ≧２ｍ 

  

  



第５章 建築物の形態関係規定｜47 

 

(2) 道路が一でその幅員が異なる場合（ケース２） 

事

例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 前面道路の幅員の算定について 

イ 前面道路の回り込みの適用について 

ウ 前面道路の境界線から後退した建築物に対する緩

和の最小距離について 

取

扱

い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア及びイ Ｌ≧２ｍの場合、敷地は幅員Ｗ1の道路に接

しているものとみなし、前号と同様に回り込みを認

める。（幅員Ｗ１、Ｗ２、Ｗ３…と複数の道路がある

ものとしての回り込みは認めないものとする。） 

後

退

距

離

の

取

扱

い

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 一の道路なので、最小距離はａを一律に適用し、

前面道路の反対側の境界線は、その境界線に垂直に

ａの距離だけ外側にあるものとする。 

  

  

  

  

  

  

※Ｌ≧２ｍ 



48｜横浜市建築基準法取扱基準集（令和８年４月版） 

(3) 道路の反対側に公園がある場合 

事

例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 公園による令第 134 条の適用及びその適用範囲に

ついて 

イ 前面道路の境界線から後退した建築物に対する緩

和の最小距離について 

取

扱

い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア      が、公園緩和を受ける。（前面道路は一

なので、令第 132条の規定は適用しないものとする。） 

後

退

距

離

の

取

扱

い

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 最小距離はａとなり、ａを一律に適用するものと

する。 

  

  

  

  

  

  



第５章 建築物の形態関係規定｜49 

 

(4) 敷地が道路に路地状部分で接している場合 

事

例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 一の道路に対して敷地が隣地（宅地）を含む場合

の道路斜線制限の適用について 

イ 前面道路の境界線から後退した建築物に対する緩

和の最小距離について 

取

扱

い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 斜線部分が、道路斜線制限を受ける範囲である。 

（Ｌ≧２m） 

敷地全体に道路斜線制限を適用するものとする。 

後

退

距

離

の

取

扱

い

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 最小距離は bとなり、bを一律に適用するものとす

る。 

  

  

  

  

※Ｌ≧２ｍ 

  

  



50｜横浜市建築基準法取扱基準集（令和８年４月版） 

(5) 一の道路に対して敷地が隣地を含む場合 

事

例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 一の道路に対して敷地が隣地（宅地）を含む場合

の道路斜線制限の適用について 

イ 前面道路の境界線から後退した建築物に対する緩

和の最小距離について 

取

扱

い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 敷地全体に道路Ｗの斜線制限を適用するものとす

る。 

（Ｌ≧２m又は、Ｌ’≧２mの場合） 

後

退

距

離

の

取

扱

い

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 最小距離は aとなり、aを一律に適用するものとす

る。 

  

  

  

  

※Ｌ≧２m 又は、Ｌ’≧２m 

  

  



第５章 建築物の形態関係規定｜51 

 

(6) 水路等を隔てて道路がある場合 

事

例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 幅員Ｗ１の道路による道路斜線制限の適用につい

て 

イ 道路斜線制限を受ける場合の幅員について 

ウ 令第 132 条の適用における「２（Ｗ１＋Ｂ）かつ

35m以内」の起点について 

エ 前面道路の境界線から後退した建築物に対する緩

和の最小距離について 

取

扱

い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 原則として幅員２m 以上の橋を架けた場合は道路

斜線制限を適用するものとする。 

イ 幅員はＷ１＋Ｂとするものとする。 

ウ 敷地と水路等との間の境界で接しているものとみ

なし、起点はその敷地境界線とするものとする。 

後

退

距

離

の

取

扱

い

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 幅員Ｗ１の道路については敷地と水路等との間の

境界に道路境界線があるものとみなし、最小距離は a

となり a を、また、幅員Ｗ２の道路については、最

小距離はｄとなりｄを適用する。 

※ 道路の反対側の敷地の取扱い 

 

  

  

  

  

  

  


